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例することを見いだした口第 3 章では 前章の結果に基づいて実際に点接触型ウォームキャリア素子を
製作し，その検出特性について検討した。その結果，タングステンアンテナに Ni . In を 2 重メッキす





リア素子で薄膜素子として初めて 1 0.6μmC02 レーザ光に対するアンテナパターンの観測に成功し，
-511-
各種のアンテナ長に対するアンテナパターンが，その理論値と一致する乙とから，薄膜アンテナが進行
波アンテナとして動作していることも判明した。しかし その検出感度は点接触型より 3 ケタ程度低い
乙とも明らかになった。そこで，第 5 章では感度を向上させるために，集束イオンビームを利用して製
作した点接触電極の界面の改善と，アンテナをアレイ化して感度を向上させるために必要なその場現像


















出素子の試作に成功し，薄膜ウォームキャリア素子として始めて 1 0.6μrn CO 2 レーザ光に対するアン
テナパターンの観測に成功し，薄膜アンテナが光波に対する進行波アンテナとして動作していることを
実証した。さらにアンテナのアレイ化のための基礎技術として，集束イオンビームによるその場現像フ。ロ
セスの開発を進め 集束イオンビームとニトロセノレローズレジストを組み合わせたプロセスにより薄膜
ウォームキャリア素子を再現性よく製作できることを示した。
乙れらの成果は半導体プロセス技術の進歩に寄与すると乙ろ大であり，本論文は博士論文として価値
あるものと言忍める。
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